
1. 背景と目的

近年，温暖化や自然破壊など地球環境の悪化が深刻化し，環境問題への対応が緊急かつ重要な課題と

なっている．そこで国民が環境問題について学習し，積極的に環境保全活動に取り組んでいくことが求

められる．特に，これからの地球や地域を担う子どもたちへの環境教育は極めて重要であると考える．

しかしながら，水土保全に関する環境教育についての研究事例は少なく 1），その手法や評価は確立され

ていないのが現状である．そこで本研究では，水土保全に関する環境教育を高校生に対して実施し，ア

ンケート調査を行うことで効果と定着性を確認することを目的とした． 

2. 研究方法

沖縄県は，地球温暖化に伴うサンゴの白化現象や農地

における過度な土壌侵食（赤土流出問題と称される）に

よるサンゴ礁生態系への負の影響という環境問題を抱え

ている．2019年 2月に沖縄県における農業高校 1年生 25

名を対象として，赤土流出問題とサンゴ礁保全に関する

特別授業を実施し，アンケートによる意識調査を行った．

1 年後の 2020 年 2 月に同じ生徒 20 名に対してアンケー

トによる意識調査を実施し，環境教育の定着性を確認し

た．また，前年の改善点としてイラストを作成し，このイ

ラストを使用した際の効果を沖縄県における高校 1，2年

生を対象として検証した．今回新たに実施したのは，沖

縄県の普通高校 2年生 203名，農業高校 1年生 28名，商

業高校 1 年生 17 名である．本授業は，NPO 法人の石西

礁湖サンゴ礁基金の助成を受けて実施された事業であ

り，今後のサンゴ礁保全活動の担い手育成につなげるこ

とを目的としている． 

授業は座学で行い，講師（大学教員）の自己紹介，基金

の概説，同行した大学生の大学生活紹介から始まり，サ

ンゴの生態，白化現象，赤土流出問題とその抑制技術などを紹介した．その様子を Fig. 1に示す．その

後，簡易な降雨装置と圃場の赤土を詰めたプランターを用い，実際に屋外で赤土流出の実験を行った．

サトウキビの葉ガラでマルチングし，どれくらい赤土流出が抑制されるのかを学生が実験し，考察した．
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Fig. 1 授業の様子(講義)

Fig. 2 授業の様子(実験) 
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その様子を Fig. 2に示す．ただし，農業高校，商業高校では全員に対して実験を行い，普通高校では希

望者のみに行った． 

3. 結果と考察

アンケート調査の結果，環境教育直後は 56%の生徒

が環境問題に対して新たに環境配慮行動をすると答

え，1 年間に環境配慮行動を実施した生徒は 40%であ

った．また，環境問題への興味の推移について，沖縄

の環境問題，地球全体の環境問題いずれも環境教育直

後に興味が上昇し，１年後にはさらに教育直後から微

増もしくは同程度に推移する傾向が確認された（Table 

1）．以上より環境教育は環境問題に対する意識向上効

果と，その定着性があったと言える． 

また，授業の改善点として以下のイラストを作成し，環境教育の授業に使用した（Fig. 3）．「イラス

トが①問題を理解するのに役立った，②どちらかといえば役立った，③どちらかといえば役立たなかっ

た，④役立たなかった」のアンケート項目において，87%が役立った，12%がどちらかといえば役立っ

たと答え，合わせて 99%の生徒がイラストの効果を感じた結果となった．また，自由記述欄において

「難しい内容だと思っていたが，イラストがわかりやすく，興味が持てた」などの意見が多数見られた

ことからも，今回使用したイラストが効果的であったことが分かった． 

Fig. 3 使用したイラスト 

4. 結論と今後の展望

1年後に意識調査を行った結果，環境教育は環境配慮行動を促し，環境問題に対する意識を向上させ

る効果があった．また，環境問題への理解度も微増していたことから，定着性もあったことが考えられ

る．さらに，イラストを用いることで授業の理解度，興味関心が高まったことも確認された．今後は沖

縄県以外の生徒や，高校生以外の生徒への効果検証が必要である． 
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Table 1 環境問題への興味の推移 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

１年後

直後

前

１年後

直後

前

ある ある程度ある あまりない ない

20% 55% 25%

16% 60% 20% 4%

16% 32% 4%48%

12% 36% 52%

24% 48% 20% 8%

20% 65% 15%

沖縄の環境問題への興味

地球全体の環境問題への興味
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